
認知症を正しく理解しましょう 

 

１ 認知症とはどういうものか？ 

脳は、私たちのほとんどあらゆる活動をコントロールしている司令塔です。

それがうまく働かないと、精神活動も身体活動もスムーズに運ばなくなります。 
認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞が障害を受けたり、働きが悪くなっ

たためにさまざまな障害が起こり、生活するうえで支障が出ている状態（およ

そ６ヵ月以上継続）を指します。 
認知症を引き起こす病気のうち、もっとも多いのは、脳の神経細胞がゆっく

りと障害を受ける病気です。このようにして起きるアルツハイマー病、前頭・

側頭型認知症、レビー型認知症などを「変性疾患」といいます。 
続いて多いのが、脳梗塞、脳出血、脳動脈硬化などのために、神経の細胞に

栄養や酸素が行き渡らなくなり、その結果その部分の神経細胞が障害を受けた

り、神経のネットワークが壊れてしまう脳血管性認知症です。 
  

 

健康な脳 
脳の細胞がびまん性に障害

を受け脳が萎縮する（アルツ

ハイマー病などの変性疾患） 

血管が詰まって一部の細胞

が障害を受ける（脳血管性認

知症）  
 

２ 認知症の症状 

(1) 中核症状と周辺症状 

脳の細胞が壊れることによって直接起こる症状が記憶障害、見当識障害、理

解・判断力の低下、実行機能の低下など中核症状と呼ばれるものです。これら

の中核症状のため周囲で起こっている現実を正しく認識できなくなります。 
本人がもともと持っている性格、環境、人間関係などさまざまな要因がから

み合って、うつ状態や妄想のような精神症状や、日常生活への適応を困難にす

る行動上の問題が起こってきます。これらを周辺症状と呼ぶことがあります。 
このほか、認知症にはその原因となる病気によって多少の違いはあるものの、
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さまざまな身体的な症状もでてきます。とくに血管性認知症の一部では、早い

時期から麻痺などの身体症状が合併することもあります。アルツハイマー型認

知症でも、進行すると歩行が拙くなり、終末期まで進行すれば寝たきりになっ

てしまう人も少なくありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 中核症状 

① 記憶障害 

人間には、目や耳が捕らえたたくさんの情報の中から、関心のあるものを一

時的に捕らえておく器官（海馬、仮にイソギンチャクと呼ぶ）と、重要な情報

を頭の中に長期に保存する「記憶の壺」が脳の中にあると考えてください。い

ったん「記憶の壺」に入れば、普段は思い出さなくても、必要なときに必要な

情報を取りだすことができます。 

周辺症状・随伴症状 

不安・焦燥 うつ状態 幻覚・妄想 

興奮・暴力 徘徊 せん妄 不潔行為 

中 核 症 状 

記憶障害 見当識障害 理解・判断力の障害 

その他 実行力障 

 

性格・素質 

 

環境・  

心理状態 

脳の細胞が障害を受ける 
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しかし、年をとるとイソギンチャクの力が衰え、一度にたくさんの情報を捕ま

えておくことができなくなり、捕まえても、「壺」に移すのに手間取るようにな

ります。「壺」の中から必要な情報を探しだすことも、ときどき失敗します。年

をとってもの覚えが悪くなったり、ど忘れが増えるのはこのためです。それで

もイソギンチャクの足はそれなりに機能しているので、二度三度と繰り返して

いるうち、大事な情報は「壺」に納まります。 
 
ところが、認知症になると、イソギンチャクの足が病的に衰えてしまうため「壺」

に納めることができなくなります。新しいことを記憶できずに、さきほど聞い

たことさえ思い出せないのです。さらに、病気が進行すれば、「壺」が溶け始め、

覚えていたはずの記憶も失われていきます。 
 

 

 

② 見当識障害 

見当識障害は、記憶障害と並んで早くから現われる障害です。まず、時間や

季節感の感覚が薄れることから時間に関する見当識が薄らぐと、長時間待つと

か、予定に合わせて準備することができなくなります。何回も念を押しておい

た外出の時刻に準備ができなかったりします。 
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もう少し進むと、時間感覚だけでなく日付や季節、年次におよび、何回も今

日は何日かと質問する、季節感のない服を着る、自分の年が 
わからないなどが起こります。 

進行すると迷子になったり、遠くに歩いて行こうとします。 
初めは方向感覚が薄らいでも、周囲の景色をヒントに道を間 
違えないで歩くことができますが、暗くてヒントがなくなる 
と迷子になります。  

進行すると、近所で迷子になったり、夜、自宅のお手洗い 
の場所がわからなくなったりします。また、とうてい歩いて 
行けそうにない距離を歩いて出かけようとします。人間関係の見当識はかなり

進行してから現れます。 
過去に獲得した記憶を失うという症状まで進行すると、自分の年齢や人の生

死に関する記憶がなくなり周囲の人との関係がわからなくなります。８０歳の

人が、３０歳代以降の記憶が薄れてしまい、５０歳の娘に対し、姉さん、叔母

さんと呼んで家族を混乱させます。 
また、とっくに亡くなった母親が心配しているからと、遠く離れた郷里の実

家に歩いて帰ろうとすることもあります。 
 
※見当識（けんとうしき）とは、現在の年月や時刻、自分がどこにいるかなど

基本的な状況を把握することをいいます。 
 

③ 理解・判断力の障害 

認知症になると、ものを考えることにも障害が起こります。具体的な現象で

は次の変化が起こります。 

 
ア 考えるスピードが遅くなる 

逆の見方をするなら、時間をかければ自分なりの結論に 
至ることができます。急がせないことが大切です。 
 
イ 二つ以上のことが重なるとうまく処理できなくなる 

一度に処理できる情報の量が減ります。念を押そうと 
思って長々と説明すると、ますます混乱します。必要な 
話はシンプルに表現することが重要です。 
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ウ 些細な変化、いつもと違うできごとで混乱を来しやすくなる 

お葬式での不自然な行動や、夫の入院で混乱してしまったことをきっかけに

認知症が発覚する場合があります。 
 
予想外のことが起こったとき、補い守ってくれる人がいれば日常生活は継続で

きます。 
 
エ 観念的な事柄と、現実的、具体的なことがらが結びつかなくなる 

「糖尿病だから食べ過ぎはいけない」ということはわかっているのに、目の

前のおまんじゅうを食べてよいのかどうか判断できない。「倹約は大切」と言い

ながらセールスマンの口車にのって高価な羽布団を何組も買ってしまうという

ことが起こります。 
また、目に見えないメカニズムが理解できなくなるので、自動販売機や交通

機関の自動改札、銀行のＡＴＭなどの前ではまごまごしてしまいます。全自動

の洗濯機、火が目に見えないＩＨクッカーなどもうまく使えなくなります。 
 

④ 実行機能障害 

ア 計画を立て按配することができなくなる 

スーパーマーケットで大根を見て、健康な人は冷蔵庫にあった油揚げと一緒

にみそ汁を作ろうと考えます。認知症になると冷蔵庫の油揚げのことはすっか

り忘れて、大根といっしょに油揚げを買ってしまいます。 
ところが、あとになっていざ夕食の準備にとりかかると、さっき買ってきた

大根も油揚げも頭から消えています。冷蔵庫を開けて目に入った別の野菜でみ

そ汁を作り、冷蔵庫に油揚げが二つと大根が残ります。こういうことが幾度と

なく起こり冷蔵庫には同じ食材が並びます。認知症の人にとっては、ご飯を炊

き、同時進行でおかずを作るのは至難の業です。 
健康な人は頭の中で計画を立て、予想外の変化にも適切に按配してスムーズ

に進めることができます。認知症になると計画を立てたり按配をしたりできな

くなり、日常生活がうまく進まなくなります。 
 
イ 保たれている能力を活用する支援 

でも、認知症の人は「なにもできない」 
わけではありません。献立を考えたり、 
料理を平行して進めることはうまくでき 
ませんが、だれかが、全体に目を配りつつ、 
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按配をすれば一つひとつの調理の作業は上手にできます。「今日のみそ汁は、大

根と油揚げだよね」の一言で油揚げが冷蔵庫にたまることはありません。「炊飯

器のスイッチはそろそろ入れた方が良いかな？」ときいてくれる人がいれば、

今までどおり、食事の準備ができます。こういう援助は根気がいるし疲れます

が、認知症の人にとっては必要な支援です。 
こうした手助けをしてくれる人がいれば、その先は自分でできるということ

がたくさんあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 感情表現の変化 

認知症になるとその場の状況が読めない 
通常、自分の感情を表現した場合の周囲のリアクションは想像がつきます。私

たちが育ってきた文化や環境、周囲の個性を学習して記憶しているからです。

さらに、相手が知っている人なら、かなり確実に予測できます。 
認知症の人は、ときとして周囲の人が予測しない、思いがけない感情の反応

を示します。それは認知症による記憶障害や、見当識障害、理解・判断の障害

のため、周囲からの刺激や情報に対して正しい解釈ができなくなっているから

です。 
たとえば「そんな馬鹿な！」という言葉を、その場の状況を読めずに自分が

「馬鹿」と言われたと解釈した認知症の人にストレートに怒りの感情をぶつけ

られたら、怒られた人は、びっくりしてしまいます。認知症の人の行動がわか

っていれば、少なくとも本人にとっては不自然な感情表現ではないことが理解

できます。 
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３ 認知症の人と接するときの心がまえ 

(1) 「認知症の本人には自覚がない」は大きな間違い 

 認知症の症状に、最初に気づくのは本人です。もの忘れによる失敗や、今ま

で苦もなくやっていた家事や仕事がうまくいかなくなる等々のことが徐々に多

くなり、何となくおかしいと感じ始めます。 
とくに、認知症特有の言われても思い出せないもの忘れが重なると、多くの

人は何かが起こっているという不安を感じ始めます。しかし、ここから先は人

それぞれです。認知症を心配して抑うつ的になる人、そんなことは絶対にない

と思うあまり、自分が忘れているのではなく、周囲の人が自分を陥れようとし

ているのだと妄想的になる人など。 
認知症になったのではないか、という不安は健康な人の想像を絶するもので

しょう。認知症の人は何もわからないのではなく、誰よりも一番心配なのも、

苦しいのも、悲しいのも本人です。 
 
(2)「私は忘れていない！」に隠された悲しみを受け止めてください 

現実には、少なからぬ認知症の人が、私はもの忘れなんかない、病院なんかに

行く必要はない、と言い張り、家族を困らせています。早く診断をし、はっき

りとした見通しを持って生活したい、本人を支えていきたいと願う家族にとっ

て、本人のこうした頑なな否認は大きな困惑の元になります。しかし、その他

の事柄についてはまだまだ十分な理解力や判断力を 
持っているのに、自分の深刻なもの忘れに対してだけ 
不自然なほど目をつぶる理由を考えてみましょう。 

こういう人でも、他の認知症の人のもの忘れが尋常 
でないということはすぐにわかります。つまり、「私は 
忘れてなんかいない！！」という主張は、私が認知症だ 
なんて！！というやり場のない怒りや悲しみや不安から、 
自分の心を守るための自衛反応なのです。周囲の人が「認知症という病気にな

った人」の本当のこころを理解することは容易ではありませんが、認知症の人

の隠された悲しみの表現であることを知っておくことは大切です。 
 
(3) こころのバリアフリーを 

足の不自由な人は、杖や車いすなど道具を使って自分の力で動こうとします。

駅にはエレベーターの設置などバリアフリー化が進み、乗り降りがしやすくな

ってきています。また手助けのいるときには援助を頼みます。  
しかし、認知症の人は自分の障害を補う「杖」の使い方を覚えることができ
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ません。「杖」のつもりでメモを書いてもうまく思い出せず、なんのことかわか

らなくなります。認知症の人への援助には障害を理解し、さりげなく援助でき

る「人間杖」が必要です。交通機関や店など、まちのあらゆるところに、温か

く見守り適切な援助をしてくれる人がいれば外出もでき、自分でやれることも

ずいぶん増えるでしょう。こころのバリアフリー社会をつくることが大切です。 
 

４ 早期発見・早期治療が大切です 

 認知症は早期発見・早期治療が大切です。最近は、生活への影響が目立たな

い早期であっても、検査によって「年齢相応の物忘れ」との判別が可能となり

ました。早い段階に認知症が分かり治療を開始することで、進行を遅らせたり、

症状を緩和することが可能となります。 
 
(1) 認知症疾患医療センター（砂川市立病院もの忘れ専門外来） 

芦別市内もの忘れ（認知症）相談医リスト      平成 24 年 11 月末日現在 

医療機関名 住所 電話番号 

藤島医院 芦別市北 1条東 1 丁目 6番地 ２２－２９６２ 

橋本内科医院 芦別市北 1条東 2 丁目 10番地の 2 ２２－３２９１ 

勤医協芦別平和診療所 芦別市北 2条西 1 丁目 2番地 ２２－２６８５ 

市立芦別病院 芦別市本町 14番地 ２２－２７０１ 
 

(2) 芦別市内専門医療機関（精神科） 

医療機関名 住所 電話番号 

中野記念病院 芦別市旭町 48番地 ２２－２１９６ 
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